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本日は、荻窪駅北口に集合！午前中だというのに立っているだけで汗が出てくる真夏の

日。総勢 21 人で、荻窪北口にある教会通り商店街にピクニックだ。どんなところだったっ

け？いつも急ぎ足で通り過ぎてしまう道をゆっくり歩いてみる。「この店、いつできたのだろ

う？！」「この店のディスプレイ素敵ね♪」など、つきない話に花が咲いたようだ。 

 

 

ピクニックの終着点、「あおばケアセンター地域交流室エルブ」へ到着。このフリースペー

スで待っていてくれたのは、教会通り商店街前会長齋藤敬子さんだ。たった今、歩いてき

た商店街についてその魅力を語ってもらった。今年で 100 周年を迎える天沼教会に続く農

道に昭和 30年代にできた教会通り商店街。道がくねくねとしていて散策が楽しくなるミステ

リアスな通りが特徴だ。近隣の小・中学校の「お店屋さん体験」や「エコキャップ回収」にも

協力しており、地域密着でがんばっていますよ！とのこと。また、スクリーンに投影された

ホームページは、都内で202商店街のうちから、グランプリを取った自慢のもの。若い世代

が楽しみながら運営をしているそうだ。スマートフォンでこのＨＰを見ながら、お店を探す若

いお客さんが増加中！！「近くに複数の大型店があり、競合が激しいので、来て頂いたお

客さまを大切にして対話するよう心がけています」との話に、日々の様子が垣間見えた。 

 

                  

齋藤さんからのお話で沢山ヒントを頂いた私たち。さて、この通りで自分の好きなことを

みせて、通りがかりの人と話したり楽しんだりするとしたら、どんな方法で何をしてみよ

う？！実現可能かどうかはひとまずおいて、グループで話し合い。アイディアがどんどん

出てきた。皆さんが、多才で魅力的であることを知り、これからの展開に思わず期待♪ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

行きに通った道を、今度は齋藤さんの解説を聞きながら歩く。これまで何気なく見てきたも 

のに歴史や想い、経緯を知ると、身近な街として風景も変わって見えた。この通りのどこで 

自分みせを開こうか？目星をつけて歩いた皆さんも多かったようだ。（椙山） 

 

 

 

     

 

 

      

◆まちを歩いて、見る。 

教会通りでこんなことをやってみたい！ 

マジック（ロープ、トランプ、割り箸）、ファッションコーディネートアドバイザー、

集客・演出プロデューサー、クラフトワークショップ、生活折り紙、折り紙、しそジ

ュース、ハーブのアレンジ花束、相談受けます（煮豆、漬物）、結びのワークショップ、

サロン（お茶）、どんぐりでおもちゃ作り、人生相談 

ハーブ水、編み物（子ども→指編み、大人→アクリルタワシ） 

◆教会通り商店街について、知る。 

◆自分みせについて空想を膨らまそう！！ 

 

教会通り商店街前会長 

齋藤敬子さん（上）と 

商店街マップ（下） 

 

 

 

◆もう一度、歩いて考える。 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

◆すぎなみ大人″熟″してる？の発行にあたって◆  この新聞は事務局スタッフの独断と偏見と事実に基づき作成しております。 

 

第５回 夏休みの遊びの作戦会議 ① 

～今回の講座の流れ～ 

１．夏遊びについて  

２．夏遊び企画を立てる（まずは自分で） 

３．立てた企画をグループ内で話し合う 

４．1分間企画プレゼン 

５．遊びグループづくり 

 

世界を席巻した「アナと雪の女王」の主題歌「Let it go」。講座

内で鑑賞するとは誰が想像できただろう。しょうがなく「行くがま

ま」の Let it goではなく、やりたいように何でもできる！という「行

くがまま」の Let it go こそ、まち遊びに重要！とは広石氏。ビブリ

オバトルの例も参考に、いざ、まち遊びの企画作りに突入だ！ 

ちなみに「Let it go」、大合唱は起きなかった（私は口パク）。 

 

◆ 大人塾に参加中のオトナたちに聞く (①出身 ②座右の銘・好きな言葉 ③自分のつながり PR) 

 「はい、じゃぁ仲間集めてくださ～い❤」受講生のプレゼン

後、まぶしいくらいの屈託のない無邪気な笑顔をおびた広石

氏がさらりと言う。受講生の方々には少々戸惑いが生じたよう

だったが、そこはアソビノベーション受講生の面々。自分が参

加してみたい！と思った遊びの人のところへ各自移動し、いつ

決行するかなど、具体的な話で盛り上がっていた。仲間募りタ

イム終盤には、その移動はさらに活発化し、受講生入り乱れ、

1 つに限らず複数の遊びの約束を取り付ける方が続出するな

ど、まさに「夏休み」を彷彿とさせる時間となった。 

           水野 幸子 

（ミズちゃん） 

①宮城県 

②人が財産 

③写真大好き。あなたの輝

いている姿、撮りますよ。 

 

   

     櫻井 潔 

① 京都市 

② 信頼 

③ 昔「登山」、今「散歩」 

（腰痛で 30～40分） 

ノルディックウォーク 

伊藤 貴志 

①栃木、那須 

②晴れときどきぶた 

③まち歩きが好きです。 

フジロックとか野外フェス、芝居

を見たりするのも好きです。 

 

    大島 浅香 

 

①福島県会津（雄国） 

②「秘すれば花」花伝 

③町あるき 

 

（記事・瀬山） 

 

黙々と自分の企画を紙に落とすこと 10 分。バラエティ豊かな企

画案が次々と受講生の手によって文字になっていく。5 人１グルー

プで各自の企画案をブラッシュアップし、いざ全体に向けてのプレ

ゼンである。一人 1 分という持ち時間を目安に、自分企画の「遊

び」をアピールしていく。 

「ノラねこマップをつくる」「ミシュラン in 杉並」「酒屋プレゼン」な

どまち歩き系のもの、「カラオケ紅白歌合戦」「沖縄ごはん」「フリー

ハグ＆フォークダンス」「大正ラジオ体操」「山手線一周スケッチ」

などわいわいできそうなもの、はたまた「ドラゴンボールキャラなり

きり」「おれがあいつであいつがおれで」など、にやりとしそうなもの

まで飛び出し、バラエティー豊かなものとなった。 

７つも周りの人のに申し込んじゃって、実はほんとに遊びたかっ

たのだ、とうれしい驚きを得た /遊びたい気持ちはあるのに、み

んなの日程調整が難しくて苦戦中 / 意外に大人も夏休みに遊べ

るんだなと発見 / いろいろな自由なアイディアが出ておもしろ

かった /各々のプランは、「！」なものや「！？」なものもあり、

おもしろかったしアイディアマンだなぁ！と発見があった。 


